
■市民活動マッチングカタログ2024」
　間もなく完成！

■新年度のロッカー利用申請について

からのお知らせ

4

○お申込み方法（すべての講座・事業共通）
千葉市民活動支援センターまで、メール、FAX、TELにて、
以下の項目をご連絡ください。
①事業名、②お名前、③ご住所（市区町村名までで可）、
④連絡先（電話またはメール）、⑤所属団体（あれば）

■令和5年度第6回運営協議会開催のお知らせ

■千葉市民活動フェスタ実行委員募集

　今年度最終回の運営協議会。
センターを利用される皆様にと
って、ちばさぽの仕事っぷりは、
いかがだったでしょうか？ちば
さぽの事業やイベント、ちばさ
ぽが行っている広報について、皆さんがサポートしてほ
しかったことなどテーマを分けて語り合いましょう。ぜ
ひ皆様のご意見をお聞かせください。
日　時▶2024年３月26日㈫ 19：00～20：00
会　場▶千葉市民活動支援センター談話室
テーマ▶ちばさぽって、どうだった？
定　員▶10名（申込み先着順）　　　参加費▶無料
対　象▶千葉市在住・在勤・在学・在活動の方

　今年11月頃に開催予定の
「千葉市民活動フェスタ
2024」に向けて実行委員
を募集します。関心のある
方は、ぜひご参加くださ
い。登録団体の方、ボラ
ンティアや市民活動に興
味のある方、皆様のご応募をお待ちしています。
開催日時▶月１回程度、平日の19：00～20：30を予定
開催場所▶千葉市民活動支援センター
任　　期▶2025年1月まで
募集人員▶10名程度　　　報　酬▶なし
応募方法▶応募したい旨、センターまでご連絡下さい。
　　　　　応募用紙をメールにてお送りします。
募集締切▶2024年４月１日㈪
※第１回実行委員会の開催については、後日連絡します。

■暑さ、寒さも彼岸まで。この通信が届く頃は桜満開かしら？素敵なお花見を^ ̂ (な) ■『Apple Vision Pro』
に興味津々、65歳。VRのその先の未来、侮ることなかれ。（ひ）■昨年は春秋シーズンが短く感じられました。

今年はちゃんと春シーズンを楽しみたいですね（ふ）■古紙を簡単にしっかりと縛る方法をマスターしました。不要な書類の
整理がはかどりそうです。（は）■いつも利用者アンケートにご協力いただき、ありがとうございます。今回もよろしくお願い
いたします。（よ）■季節が駆け足で迫ってくるような気がしますね。身体も気持ちもマイペースで無理なく行きましょう！（り）
■今年の夏は、ちゃんと神輿を2回担ごうと心に決めました。（か）■春ですね～。日脚が伸び、暖かくなると心が弾んでしまい
ます。そう、心が弾んでしまうんですよ～。「spring(バネ)」なだけに…。お後がよろしいようで。（し）■友人から「梅にうぐい
す」ならぬ「桜にうぐいす」の写真が届きました。日本中に良き春が、はやく訪れますように。（や）

　当センターの登録団体のうち、
ボランティアや新会員を積極的に
受け入れている団体を写真付きで
紹介する冊子「市民活動マッチン
グカタログ2024」が、３月中に
完成します。今回で３回目の発行
となりますが、初掲載の13団体
を含む、過去最多の31団体の情
報を掲載予定です。
　カタログは完成次第、当センタ
ー内に配架する他、ホームページからダウンロードできま
す。活動内容だけでなく、団体からのメッセージや団体の
夢なども掲載していますので、「ボランティア活動をして
みたい」という方や「NPOに関心がある」といった方は、
どうぞご活用ください！

　登録団体を対象に、2024
年度（４月１日から１年間）
のロッカーの利用申請を受け
付けます。新規に利用をご希
望の団体の他、2023年度か
ら継続して利用したい団体も
申請が必要となります。「会議
室等使用許可申請書」を、メール・FAX等にてご提出くだ
さい。締切は「３月31日㈰」です。申請団体数がロッカー
の数（84個）を上回った場合は抽選となります。抽選にな
らず空きが出た場合は、４月１日以降、先着順で申請を受
け付けます。なお、継続利用をご希望でも、2023年度中
に一度もロッカーの荷物の出し入れを行っていない団体や、
荷物を何も入れていない団体の方は、ロッカー利用の必要
性をあらためてご検討の上、利用申請のご判断をいただき
ますよう、よろしくお願いいたします。

編集後記

ちばさぽ
玉手箱
ちばさぽ
玉手箱  「スズメノヤリ」は春の野草です。うす茶色

の花は地味な印象ですが、広がった形が大名行列の先頭で
振られる毛槍に似ているということで、この名が付きまし
た。スズメノエンドウなどもそうですが、植物の和名にはよ
く「小さい」のニュアンスで鳥の名が使われます。
　さて写真の絵本は、雀よりもっと小さいハチドリのお話。
南米アンデスに伝わる民話です。森が大火事になり、動物た

ちが我先に逃げる中、ハチドリは小さな口に水を含んで炎に
掛けていました。「それっぽちで何になる
んだ？」という声にハチドリは「私は、私
にできることをしてるんです」と答えまし
た。市民活動も時折
「何になるのか」と感
じることがあります
ね。ハチドリの言葉を
思い出しましょう。

雀とハチドリ


